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日本生活体験学習学会誌　第6号　55－77（2006）

一身につけさせたい語彙の獲得を目指して一

門　尻　千佳子

The　Life　Need　Experience　and　Acquisition　of　Vocabulary

Kabujiri　Chikako

要旨　本研究は、児童の生活体験と語彙獲得の関連を明らかにすることを目的としている。そこで、小学校六

年間で児童に身につけさせたい語彙を独自の方法で分類・選定し、児童の語彙量と生活の実態を調べるために

アンケート調査を行った。語彙の実態と生活の実態との関連と、語彙の落ち込みの原因を明らかにした結果、

学校と家庭と地域が連携して語彙獲得に取り組むプログラムが必要であることが明らかになった。

唾　研究の目的

　本報告の目的は、児童の生活体験と語彙獲得の関連

を明らかにすることにある。

　近年の子どもたちの読みの力の低下や読書離れは、

子どもが一人で読書をするまでに至っていない、つま

り読書習慣の未形成に問題があると考えられる。それ

は、読み聞かせの体験や本を手にとる経験が少ない結

果、語彙量が少なく、想像したり考えたりする国語力

の形成が不十分であることに帰因する。従って、国語

力を形成するには、まず、語彙量を増やすことが必要

である。その前提として、様々な生活体験が大きく関

わってくると考えられる。

　筆者は、国語力とは、考える力、想像する力、感じ

る力、表現する力であり、またそれを支える国語の知

識や教養・価値観・感性等も含まれると考えている。

語彙は、国語の知識に含まれ、生涯にわたって獲得さ

れるものであるが、語彙量の増加が語彙力を支える。

そして、語彙力と読書力は、国語力を支え、相互に高

め合うものであると考える。

　語彙力とは、個々の児童・生徒におけるそれぞれの

語彙のたくわえの程度をいう。ここでいう程度とは、

数量的だけでなく体系化に至る程度も含まれる。筆者

は、語彙力を、語をどれだけもっているかという能力

の総称であり、知識力・理解力・表現力・習得力（新

たな語を習得する力）ととらえている。知識力につい

ては、語のもつイメージや言語感覚も含まれると考え

る。理解力とは、言葉から様子や心情を想像したり、

原因や考えたり、その場の様子を感じる力であるとと

らえる。表現力とは、事実や自分の思い・考えを目的

に応じて具体的な発言や文章の中で適切な言葉を選ぶ

力であり、相手や場面に配慮しながら表出していく力

であるととらえている。また、場面の様子や人物の心

情を表す場合も同様である。習得力には、1．語を定

義する力、2．似た語を使い分ける能力、3．語の意

味や用法の範囲を理解する能力、4．語の学習と理解

が含まれている。

　一方、読書力とは、積極的に読書していこ：うとする

意欲や能力、適切な図書を選ぶ力と発達段階に応じて

速く読む力と考えている。語彙力と読書力は高い相関

度をもつ。多領域の文章に興味を持たせることは語種
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1 研究の自的

本報告の目的は、児童の生活体験と語葉獲得の関連

を明らかにすることにあるo

近年の子どもたちの読みのカの抵下や読書離れは、

子どもが…人で読書をするまでに至っていない、つま

り読書習慣の未形成に問題があると考えられるo それ

は、読み聞かせの体験や本を手にとる経験が少ない結

果、語講量が少なく、想像したり考えたりする悶語力

の形成が不十分であることに帰国する。従って、国語

力を影成するに辻、まず、諮葉量を増やすことが必要

である。その前提として、様々な生活体験が大きく関

わってくると考えられるo

筆者は、国語力とは、考える力、想像する力、感じ

る力、表現する力であり、またそれを支える国語の知

識や教養・舘{重観・惑性等も含まれると考えている。

語棄は、国語の知識に含まれ、生涯にわたって獲得さ

れるものであるが、語葉量の増加が語葉力を支える。

そして、語葉力と読書力は、国語力を支え、相直に高

め合うものであると考える。

語嚢カとは、{喜々の克童・生徒におけるそれぞれの
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は、諮黛力を、語をどれだけもっているかという能力

の総称であり、知識力・理解力・表現力・溜得力(新

たな諮を習得する力〉ととらえている。知識カについ

ては、語のもつイメージや言語感覚も含まれると考え

るo 組解力とは、言葉から様子や心情を想像したり、

原因や考えたり、その場の様子を感じる力であるとと
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的広がりと語彙量の増加を図ることになる。

　語彙量が語彙力を支え、読書によって語彙量は増加

するが、読書の習慣を形成し読書ができるだけの語彙

力を身につけるためには、その条件として生活体験が

不可欠である。それは、子どもは、聞いただけでは言

葉を忘れてしまうが、体験を伴うとその場の様子や情

景もが感動とともに記憶に残り、言葉を獲得すること

ができるからではないかと考える。また、体験の有無

は、人物の心情や様子を感Cたり想像したりすること

の確かさや深さに影響を与えてしまう。従って、国語

力形成のためには、体験を伴った語彙の獲得が重要で

はないかと考えられる。

2　研究の方法

　子どもの語彙量の減少は、小学校現場での実践より

感じてきたが、そうであれば、どの語彙が獲得できて

いないのかを把握することが必要である。本研究では、

そのためにアンケート調査を行う。小学校六年間で身

につけさせたい語を選定し分類整理して、三年生で身

につけさせたい語の中から語彙別に取り出して、子ど

もに親が面接する形で、意味を知っているか、意味を

説明できるかを調査する。併せて、生活の実態を調べ

る調査を行い、語彙の実態と生活の実態との関連を調

べ、語彙の落ち込みの原因を探る。

　その上で、語彙力を高めるために、体験を伴う語彙

の獲得を目指した働きかけを学校と家庭・地域の連携

を視野に入れた年間計画（案）を作成する。まずは、

学校でできる語彙力の向上に向けて関連の深い教科等

や読み聞かせ等の教育活動を取り上げる。同時に、家

庭との連携では、読み聞かせや会話の大切さを理解し

てもらえるような手だてを考える。地域に対しては、

国語力形成という視点から、地域の図書館や福祉協議

会や公民館等とのi接点を持ち、関係機関との連携のう

えで、できることを考えて計画を作成する。

3　語彙と生活の実態調査の方法と調査結果

　（1）調査目的

　子どもの語彙量の実態を把握し、語彙の落ち込みを

あらいだし、語彙の落ち込みと生活実態・体験との関

連を調べる。そのために、語彙の実態調査と生活の実

態調査を行う。

　②　調査方法

　①語彙の分類の観点と選定の方法

　まずは、身につけさせたい語彙の分類と選定を独自

の方法で行った。金田一春彦の『日本語（上〉』（1988、

岩波新書）を参考にした。

　語彙を、1自然関係の語彙、II人間関係の語彙、　III

生活関係の語彙、IV社会関係の語彙、　V抽象的な意味

をもつ語彙、に大別した。また、日本語には1からV

に含まれない語彙として、その他を入れた。以上のよ

うに、大きく分類した後、さらに子どもの人格形成と

の関連の観点から細分化した。分類の詳細は、表1語

彙の分類のとおりである。

　選定の方法は、小学校の各教科の教科書（国語：光

村図書17年度と東京書籍16年度、17年度、算数：東京

書籍：16年度、啓林館17年度、理科：大日本図書16年度、

17年度、社会：日本文教出版16年度、音楽：教育芸術

社16年度、図工：日本文教出版16年度、17年度、保健

体育：東京書籍17年度）を基本とし、絵本や科学読み

物、新聞（佐賀新聞）などから拾い上げ、幅広い資料

の中から「身につけさせたい語彙」の選定を試みた。

その上で、使用する上記の分類の観点に応じて配置し

た。さらに、ベネッセの小学生用国語辞典の中にあげ

られている語彙から、身につけさせたい語彙を選定し

た。同時に、その語彙を、小学校の低学年・中学年・

高学年のどの発達段階にふさわしいかを検討した。低

学年では、日常生活の中で幼児期に自然と身に付いて

くると考えられる言葉も取上げている。それは、子ど

もによっては身につけることなく育ってし盛った子ど

ももいるからである。

　②語彙の調査と生活の実態調査の方法

　子どもの語彙量を把握し、落ち込みの見られる語彙

は何か、また、落ち込みの原因を調べるために、小学

校3年生の4月の段階で身につけておいて欲しい言葉

を語彙別にあらい出し、語彙量の実態を調べる項目と

生活の実態を調べるアンケートを作成し、実施した。

　語彙の実態調査の方法は、『改訂子どもの生活体験と

学・社連携』（南里悦史、2001）の「教科書に見る生活

関連語」の調査方法を参考にした。子どもに親が面接

する形で、言葉について、「意味を知らない一．i、「意味を

知っている」、「意味を説明できる」、「体験がある」の

どれかを調査してもらった。
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的広がりと語葉量の増加を図ることになるO

語嚢量が語糞力を支え、読書によって語義還は増加

するが、読書の習慣を形成し読諜ができるだけの語葉

力を身につけるためには、その条件として生活体験が

不可欠であるo それは、子どもは、開いただけでは言

葉を忘れてしまうが、体験を伴うとその場の様子や情

景もが感動とともに記憶に残り、言葉を獲得すること

ができるからではないかと考えるG また、体験の有無

は、人物の心情や様子を惑むたり想録したりすること

の確かさや深さに影響を与えてしまう o 従って、冨語

力形或のためには、体験を停った語棄の獲得が重要で

はないかと考えられるo

2 研究の方法

子どもの語糞量の減少は、小学校現場での実践より

感じてきたが、そうであれば、どの語棄が獲得できて

いないのかを把握することが必要である。本研究では、

そのためにアンケート謁査を行う o 小学校六年間で身

につけさせたい語を選定し分類整理して、三年生で身

につけさせたい語の中から語嚢期に取り出して、子ど

もに窺が部接する形で、意味を知っているか、意味を

説明できるかを謁査する。許せて、生活の実態を謁べ

る調査を行い、語棄の実態と生活の実態との関連を謁

べ、語棄の落ち込みの原因を探るo

その上で、語嚢力を高めるために、体験を伴う語棄

の獲得を目指した働きかけを学校と家庭・地域の連携

を視野に入れた年間計画(案)を作成する。まずは、

学校でできる語嚢力の向上に向けて関連の深い教科等

や読み爵かせ等の教育活動を取り上げる。同時に、家

庭との連携では、読み額かせや会話の大切さを理解し

てもらえるような手だてを考えるo 地域に対しては、

国語力形成という視点、から、地域の図書館や嶺祉協議

会や公民館等との接点を持ち、関係機関との連携のう

えで、できることを考えて計画を作成するo

3 語義と生活の実態調査の方法と鵠査結果
(1 ) 調査目的

子どもの語嚢量の実態を把握し、語棄の落ち込みを

あちいだし、語棄の落ち込みと生活実態・体験との関

連を謡べる。そのために、語棄の実態謁査と生活の実

態調査を行う G

(2) 鵠査方法
@諾棄の分類の観点、と選定の方法

まずは、身につけさせたい諮棄の分類と選定を独自

の方法で行った。金田一春彦の f日本語(よ)j (1988、
岩波新議)を参考にした。

語棄を、 I自然関係の語索、 II人間関係の語葉、 III
生活関係の語葉、 IV社会関係の語葉、 V抽象的な意味
をもっ諮葉、に大別した。また、日本語には IからV

に含まれない語嚢として、その他を入れた。以上のよ

うに、大きく分類した後、さらに子どもの人格形成と

の関連の観点、から縮分fとした。分類む詳績は、表l語
棄の分類のとおりである。

選定の方法は、小学校の各教科の教科書(国語:光

村図書17年度と東京書籍16年度、 17年度、算数:東京

書籍16年度、啓林館17年度、瑠科:大日本図書16年度、

17年度、社会:日本文教出版16年度、音楽:教育芸術

社16年度、図工:日本文教出版16年度、 17年度、保健

体育:東京書籍17年度)を基本とし、絵本や科学読み

物、新開(住賀新開)などから拾い上げ、幅広い資料

の中から γ身につザさせたい諮葉j の選定を試みた。

その上で、使用する上記の分類の観点、に応じて配置し

た。さらに、ベネッセの小学生用国語辞典の中tこるげ
られている語嚢から、身につけさせたい語講を選定し

た。同時に、その諮棄を、小学校の低学年・中学年・

高学年のどの発達段階にふさわしいかを検討した。低

学年では、日常生活の中で幼児期に自然と身に付いて

くると考えられる替葉も取上げている。それは、子ど

もによっては身につけることなく育ってしまった子ど

ももいるからであるo

@語棄の謁査と生活の実態調査の方法

子どもの語嚢量を把握し、落ち込みの克られる語棄

は何か、また、落ち込みの原留を調べるために、小学

校3年生の 4月の段階で身につけておいて欲しい言葉
を語業別にあらい出し、語葉盤の実態を調べる項目と

生活の実態を調べるアンケートを作成し、実施した。

語棄の実態調査の方法は、『改訂子どもの生活体験と

学・社連携j(南里悦史、 2001)の「教科書に見る生活
関連語Jの謁査方法を参考にした。子どもに窺が面接

する形で、言葉について、 r意味を知らないJ、「意味を

知っている」、「意味を説明できるふ「体験があるJの

どれかを調査してもらった。
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表1　語彙の分類

1自然関係の語彙 1気象・季節を表す語彙 天候　雨　四季の変化　こよみに関する
語彙

rr一一一，7甲騨m一門一一幽一一曽一一一一一一¶甲一闇腰桶開閉糊”一曽一一・一層，一一一一　一一一一7炉開韓輔胴■齢oo，冒，｝

Q地形・水勢を表す語彙
一一一一一一一¶騨A旨旨鴨幽畳幽幽嚇。幽幽冒一一一R一一一甲一一禰糟剛鮪一曽幽一一一一一一一一一9昌「一，，鱒炉齢単帰騨騨臨一臨一一

n形・水勢　海と川　水・湿気に関する
rrrrrr一開備齢’幽齢一欄噌口早一一一r一｝「瞭噂覗甲欄騨庸鱒曽，－畠一幽一一一4胃一鱒剛「用胃一噺騨闇帽閥門一一一・幽一曹一
R天体と鉱物を表す語彙rr一噌q甲骨隔嵐一周，一，響一一一一一一一－9一曹一響騨輸騨，庸一一一一一一凸亀曽9一一－一－一甲闇糟｝憎馳脆軸腫噛齢．薗邑一一

S動・植物の語彙

語彙一辱一曹一騨騨”刷幣騨鱒噸響一一一一一一一一一一一一P｝「「「顧哺鵯櫓齢膳轡櫨響曽一－冒層一一一一一一一一州嘲廟幅廟潮・・o幽一幽一

噤@月　鉱物に関する語彙■冒ロ冒一一層｝甲響施m一髄一畠9－9一一一一一一一一一喩鞠隔隔騨騨騨騨騨，－層，，r冒一一一曽隔「「，雫臼鱒榊齢胴一，嚇曽一曹層一

A物に関する語彙　　動物に関する語彙
II人間関係の語彙 1人前の語彙 二手と足　体　口の部分の名前　生理

傷や病気を表す語彙　死を表す語彙
一冒，，　一僧幣鼎閉糟髄一曽童顧，，層▼一雫一一辱　辱　幣冊聯幕騨一讐讐讐“一幽一一一一　一一一一一辱噌帯卿嘩｝珂単穐嘗“一一一　

Q人聞の動作をいう語彙
rｬ一一一雫噌騨簡“幕鳴曽一何冒曹一一一一一一一一孕昌¶甲轍需騨騨噺一，曽”嘗曽一一一響一一國謄職曹辱｝”需賢鷲騨糀，oo一一暫■

命の語彙容姿を表す語彙魑一9一昌曽6邑，”縣暫騨P一一曹一　　　　　　一噌豊幣噂，覇軸需騨”輔倫圃■冒一響冒，，響甲，　，一　，P需幣撒憎願嘗一幽曹＿＿＿

ｮきを表す語彙　否定の語彙　限定の語
b■冒■置暫層η騨覗｝”騨甲傍酔一顧謄昌一一一暫圏冨巳曹「曽噌η吊鷲騨囎麓”曽曹，曹曹曹甲▼一一一豊，局昌噂岬齢齢鴨備書儒曹櫨一ロ冒一

3心理を表す語彙
C冨，一一円一剛開齢潮齢，幽曽噛P一一胃，一一一一q噂噛糟欄胴齢静，層響讐｝幽麿一一一　一薗「，一一「一”｝轄鵯曜幽髄一一一一一一

S人を表す語彙

快の語彙　不快の語彙　疑問　強調　感
Q一一「「一■「喩脚””旧”憎一一一薗一一曹一一「「一辱一「「ρ噌騨鵯糟髄齢脚饒一冒ロー暫曹冒－一▼一「一一臼痢鼎齢齢騨輸一一一一一一

一rrr”曽鵯鞘鞘｝一一一一一幽一一一一一一曹「曾F，一一｝”削n糊曽一幽一髄一一「¶冒層一一P一一一哺騨糊閉謄階曹価曹一一冒一一

T生き方につながる語彙
P一一一一一一一一開隔髄髄凶監晶唖噛。，響｝響一一一一一一一一一糊㎜開m閉曽一一藺曽一一一一一幽一「「一「甲胸鱒鞘脚噂階一一幽一一一

ｩ律に向かう語彙（育てる語彙　挑戦の
語彙　夢を育む語彙　自立の語彙　準備
の語彙始まりの語彙終わりの語彙
評価の語彙祝いの語彙創造の語彙）
読書生活の語彙人と人を結ぶ語彙（出
会い　呼びかけ　協力・共同の語彙福

▼胃一｝r一琳唱鼎騨需鱗讐曽響一一亭頻　一一　r　雫｝職，霞鼻喩願禰甲讐曽一曽曽曽一曹－昌昌一甲甲曾，一響，嘗甲幣糟曽魑謹畠唱昌一

祉の語彙　関係を表す語彙　思いやり語
b）冨，9一昌曽鳳，｝｝｝｝曽麟一嘗一一魑一一冒一曹一一一一一｝一耳黛襯簡鷺一一一一甲一甲冒7一一　豊曹声一昌棒聯瀞需輪伽鴨龍－冒一冨－

6思考の語彙 学校関係の語彙（学校生活の語彙　教
晶晶の語彙）思考の語彙（想像語彙情
報処理語彙　理由語彙　動機語彙）

「「「一昂一「騨”騨謄齢曽幽畠邑一薗一一｝曹7，一一一辱一黒需贈槻需墜幽曹齢曹口一響▼一一一一一一一卿縣輔「櫛欄旧騨一■幽，層一一 一一一一■「9一胴脚庸囎囲幽一冒一一曽冒，冒冒甲一一一一一脚繭隔隔齢鳳畠繭襯噛一一一一一一冒一一一胃一冒一聯層騨曹開謄髄一幽幽一一一

7対立を表す語彙 対立する語彙戦語彙
III生活関係の語彙 1生業の語彙 農業　畜産　漁業林業　工業　商業

建築業の語彙
冨■曹一ロ曽帰曜輔瀞齢艦齢暫一塵。亘盲冒■冒7一，一一帽畠輌幣舶”騨鳳僻嘗響響一曹一　一甲曹一一卿騨昂騨脚輔韓喘輔慌，讐，噂一辱一 9一一一一一一障縣榊鞘騨隙冒，曽－響－一9一■一一一一一一■一噌，鞘剃顧騨齢口占冒一層0－響F　一一一一｝側蝋槻櫓膳降曽一塵一一圏■

2衣食住の語彙
y冨甲▼一一唱精鼎鱗“冒“嘗噛冒一冒騨冒－一　塵一需，辱■鼎聯需騨響響讐一一畠曽嘔一　一一▼■『肩雪－一，聯糧讐讐｝檜一一一一一層

住居の語彙衣生活の語彙食生活の語
b■一画曹嘱雪口P，幕騨幣｝｝｝一曹曹一一曹一層艦一冨冨一聖一一｝”い騨帯｝等｝，曽薗魑，一曹層一一璃鞠胃昂『需儒鷲讐曹葡嘗讐響冒冒▼

3勤労の語彙 勤労を表す語彙　職業語彙　辱　申6一哨¶鴨輪輔齢撒僧一轡冨冨，－需”層　　一阿　辱嘩一停漸静晶櫓帽艦冨置冒曾暫冒一，響一P，一PP炉胤隔鼎楠嘗一僧。曹曹一置

一嘔卿一鼻一耳籍稀騨窟壇響嘔曹一一囑厘曽一層冨一曹冨，－w“弾糟憎糟嘗倫一一引一一曾冒層戸｝一一阿P　騨嚇溜榊幣輪顧嘘壁咀冒響，響
S消費の語彙ロロー〒嘔囎榊需備臓僧咀顧冨曹冨－冨｝，　　嘱響芦厘骨9騨醤”臓膳榊覚，一曽曹曽一曹冨一一一層一置暫一罰｝”騨｝嘗ゆ曹一曹一一層厘 消費生活語彙昌9冨冨一曙一口榊聯聯齢ゆ曹曹一｝昌曾一冨聖，一層嘱一一9冨厘博稀騨贈，騨，曹厘曜一膚嘘曹9曽厘冨昌層嘱Pρ甲轍鷺轄榊聯曽曽盲7一一

5交通・運輸の語彙 乗り物語彙交通・運搬関係語彙
雫畠畠『嚇阜輔鞘鮪葡態，曹一｝▼一一一一囑畠厘■，一一一博脚噂｝”肝酌曽曽瞥曹一一曹一一冒曹冒冒冒，｝，幣静静楠曹一饒。一一曹曹冒

U施設・建物の語彙
冒，冨堺曹，一櫓◎榊隠鳥廟一一雪暫謄一曹■冒■9，－－曹－響一曜｝需畠酔曹一薗豊一豊曹一厘■嘔■層層一一岸鵯辱騨稀騨噂脚嘗｝一一9畠

顧「昌■胃甲山精貯騨哺曹薗椿』一一一一一一一謄■一，の一榊糊膠需俸胴一一曽－oロ冨曹曽7雫，一P甲P一噂静瀞輔m嵐縣齢■冨冨『，，

V遊びの語彙
，一一一一q一一齢一一襯欄曽嚇曽曽曹一曹，一一｝一一一一一一秤胴幕幕輪簡正価富一巳冒曹一一曹一暫一一一一　一町騨鵜榊“糟嚇〇一一隔一

Vびの語彙休みの語彙
＿一一9卿鯖贈喘願軸帽藺一一冒冒層一一一一一一隔一「■剛辱貯騨贈脚一旧一一‘一■■一昌一「一一一「「層「臨閉甲酬鹸‘曽。一■一曹一 冒曹一「「一騨一聯酬鮪艀一働曹一■一一一昌一曹一一冒－一冒－騨7騨幣㎜醜一一一一巳一一一「曹一一「一一一一曹幣剛騨葡，幽一一幽一一一

8政治の語彙
IV社会関係の語彙 1家の語彙 家の重要性を表す語彙

r　　r　　r　　∩　　哨　　轄　　鞘　　繭　　轍　　噛　　軸　　髄　　冒　　－　　需　　一　　一　　一　　曹　　　r　一　　哺　　聯　　■　　卿　　一　　「　　輔　　鴇　　需　　騨　　甲　　m　　幽　　一　　嘗　　一　　醒　幽　　9　　一　一　　－　　「　　■　　曹　　一　　一　　胃　　暫　　旧　　闇　　㎜　　精　　隔　　一　　一　　6　　幽　　己　　唖　価　一　　一 冒曹一唱■「，甲騨㎜脚楠一働一一一曹・一一一曹「冒一■一甲一▼騨叩髄憎一闇凶個邑邑幽直9■一「一一一■一贈騨騨騨墜刷“一髄一遇一一曹

2序列を表す語彙 序列　皇室関係　身分の違い　長幼の序
男女の違い

一一一r－r弾喩備鵜静｛，臨一一一一一一一一一一電曹璽8卿層｝幣膳欄撒曹嘗響厘冒一一－曽一曹曹胃，一甲榊階騨階爾艀蜷轡圃竃層一層一 ■層－層7響一画｝騨一甜備曽曽富一一一－一一層，暫　一一一，一轡，鞘曽轍営憎曽菖一一－一一層曹曹雪〒，一堺甲糟憎鼎帯摺脚噛曽一讐一一

3内と外の問題を表す語彙 内と外を隔てる語彙　日本のもの・外国
のもの一■曹一一■旧弊一聯騨鞘”障｝一曹，曹9一■■厘一■一曹－一一襯騨鴨”一一購一曽一一　一一9－一嘔層一，¶琳鵜騨静膳噌魑一一一一一一

置一胃辱ロ曜騨，胴鼎齢齢層薗曹一一謄層P冒響7，一一一一一聯酷”嚇齢嘗塵嘘一冒，一一一一一一－辱甲「一「卿需騨齢讐讐響，噌一一■曹

S社交の語彙 社交の語彙　恩と恨みの語彙
一■巳一辱鱒静騨騨瀞暫曹一一櫓一曹昌曹9曹一層■■一冒一▼騨辮滞制齢一櫓一一凸置，一一一冒一雫｝　一一””榊嚇瀞繭儒。唖P冒冨冨冨 冨｝畠鼎昌辱P一静隔嶋鱒鞠層，－暫－一一冨一冒層雫　一一－一幣鯖騨備幅簡一嘘口層層冒一冒冒¶，，一一冊聯一“嚇備需静櫓讐，－暫置，－

5日本人の道徳意識を表す語彙 誇るべき語彙敬語
V抽象的な意味をもつ語彙 1空問関係を表す語彙 上下縦横の語彙

胃　曾　響　　雫　　m　　停　鼎　　欄　　備　　需　　圃　　一　　窟　　曹　　曹　　響　－　　，　　r　　　　一　　一　　　　　r　　8　　辱　η　　耳　　停　　騨　　轍　　騨　　窟　冒　　噌　　一　　畠　一　　薗　　塵　　一　一　　一　　層　　曹　國　　一　　一　　一　▼　，　　騨　｝　　騨　　｝　　m　　▼　一　　一　　一　一　一　一　　冨　一 謄曹響冒冒岡脅糟や鼎一揃帽麟幅〇一謄■9唱冨冒一■冒冒腎暫辱F弾艀楢櫓一一榊鴨一〇匹田冒冒冨謄一冒，，一　一一憎舶一，軸一，一謄一曹

2色の名前語彙 色の名前色彩語彙
一一一一P門噸一剛騨騨，7一一一一一一一　一一一q一一一m鴨糊糟酬酬趨髄一曽一一一■一曹一一，辱い¶一胴糊脚閉開常一檜一曽曹一一一 一”一一一一一一鴨糊楠輔勝一一旧。一璽璽曹一一一層▼〒一一一一開糊開開憎曹曽曽曽暫一層巳冒一，一鳳甲一一一一一剛需胴簡一一昌一一一，

3美を表す語彙 美を表す語彙　日本文化の性質　伝統文
化語彙

9帽一一一一捌糊騰開削・一棚oo，一一一一一一一一一一一一一鳳覇需騨騨中一畠一一一一一冒一一一■一一卿，幣轍甲欄開髄一一一一一一一 曽曽一「曹「「胃向州曜閉謄髄一一幽一一幽一　一■一一甲曹昌一囎聯輔糟隔髄餉幽一一一一一一一　　一一一「一，”糊胤輸髄一一幽一一一一一

4時を表す語彙
響一一一一「嶺輸脚朝「掴塵一冒層一幽r一一一一一曹「「一欄嗣騨騨騨噂尊階一階‘一一一暫，一曹一｝胃ロ懸圃，剛幣糟圃櫓昌圏幽一一一一 一響一，一一一一糊炉輪儒唱巖欄曹幽幽齢一－曹，7一　一｝一一一糊一曹囲憎曹幽門塵塵噛冒一一冒7一F一一一一胃剛一儲齢繭畳，塵一一冒

5場所を表す語彙
，響r一門弾弾｝轍剛曹顧需，，冒P一一一一一一一r一一｝輔甲軸側朝，轍亭騨一一昌一一一一一一一曽一一，，鱒精”瞥m一旧欝曹一一6■ ■■一－■9，脚剛熟願需㎜m曽一囹一口。唖，ロ曹一一一一　一剛m憎轍鼎鴨髄畠一一一臣一」－顧－魎一　一一一曽輸隔m糟M闇糧“一曹一

6曖昧な語彙
冒層冒冒一一齢開備一闇轍ロー魑冒冒響－－，｝　　　哺鱒，一鞘輪轍“擢，聯｝暫嘔一　　　一噛一－嘗嘱一，辱，”鷺僧僧闇曹一一噛－曹冨 ■層雪ロ層－胃▼艦，幣穐糟簡魑嘗一由一一一一曹ロー胃冨一唱曹甲常，｝憎輸謄伽一一樋凸一一一■ロ■■－昌嘔一一需榊楠嶺轍憎一一一一冒

7性質を表す語彙
VIその他の語彙 1悲劇の語彙

一一一一一嶋印聯騨堪曹僧脾一＿＿＿＿＿＿＿＿－璽曽▼一一開牌貯楠曹＿＿富謄畠幽」冒一”F戸戸一一一一隔騰刷鴨曹曹曽凸●一一口”｝一 戸一■F戸　一嘱開榊削曹静一一讐一一一一一　戸一■　　戸一一肝憎糟，．騨樽，，幽昌魅一■一　一　　　　一一樽柳卿”“一幽昌一嘔　■

2擬i音語・擬声語・擬態語
－｝一一一嘩嶋静艘，艶響，，一一一一一富8昌嘔■一一■雪嶺静欝騨贈爵闇一曽嘱一一，一一一一冒－，，，一轍需開祖齢一一幡一一P層冨， 冒－　懸¶一一P白幕槻齢備一輪一一一冒，一一一一¶　一一一　一白停輪備哨艦”，喜一，一一，　　　　　宥再一嚇隔需簡轍曹轡一曹響　　

3指す言葉 指示語一一昌畠9一一甲騨甲囎”｝憎曽一曽曽曽一一一一一曹町6嘱，■口輪即簡揃輪謝曽曽曽－厘一薗一曹－曹置，P鳳曾一門鱒幣謄馳謹嘗曽曽曹曹一

一一一一P囑w，胤精惰僧曽一一一一層曹一，曾7▼7一一一一騨幣牌酌棚轡層冒響一噸一一一一一一一　一戸鳳9尊幕鱒，，曹瞥曽轄一一一一

S数量を表す語彙 数量を表す語彙　　単位
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　1の自然関係の語彙では、天候の語彙の中から「猛
暑」、雨の語彙の中から「雨宿り」「霧」、四季の変化に

関する語彙の中から「開花」「雪かき」、こよみの語彙

の中から「夏至」「節句」、地勢・水勢の語彙の中から

「ee」、海と川に関する語彙の中から「干潟」「大潮」

「海辺」、星の関する語彙の中から「星座」、植物に関

する語彙の中から「茂る」「彼岸花」ヂ鈴菜」「草笛」、

竹の語彙から「節」、木の語彙から「植林」、動物に関

する語彙の中から鳥の語彙「渡り鳥」、水中の動物語彙

「ひれ」を取り上げた。

　IIの人間関係語彙では、人体の語彙の中で、顔の部

分の語彙から「こめかみ」、体の部分の語彙から「皮

膚」、生理に関する語彙から「消化」、死を表す語彙か

ら「とむらい」、命の語彙から「寿命」、人間の動作を

いう語彙から「つむぐ」「かじかむ」「語らう」、人を表

す語彙から「地主」、生き方につながる語彙の中で、自

律に向かう語彙の育てる語彙から「決心j「養う」、夢

を育てる語彙から「希望」、自立の語彙から「たんけん」

「しんぼう」、始まりの語彙から「開幕」、終わりの語

彙から「しめ」、祝いの語彙から「めでたい」、創造の

語彙から「ひらめき」、人と人とを結ぶ語彙の中で、思

いやりの語彙から「いたわる」、協力・協同の語彙から

「おもやい」、読書生活の語彙から「フィクション∫玉

手箱」「小づち」、思考の語彙の中で学校関係の語彙か

ら「（音楽の）ふし」「インターネット」「小刀」、対立

の語彙から「空襲」「戦」を取り上げた。

　IIIの生活関係の語彙では、生業の語彙の中で、農業

の語彙から「早苗」「野良仕事」「納屋」「棚田」「摘果」

「選果場j、漁業の語彙から「灯台」、商業の語彙から

「繁盛」、建築業の語彙から「頭領」、衣食住の語彙の

中で、住居の語彙から「土間」「飯台」「いろり」「かま

ど」「まき」「きね」「掛け軸」「かやぶき」、衣生活の語

彙から「着心地」、食生活の語彙から「あえる」「こね

る」「あぶる∫外食」、消費生活の語彙から「リサイク

ル」「節電」「分別」、交通・運輸の語彙で、乗り物語彙

から「特急」「寝台列車∫アクセル」「ウインカ’一一」、

交通・運輸関係の語彙から「速達」「宅急便」F広域農

道」「高速道路」「インターチェンジ」「パンフレッ

トj、遊びの語彙から「羽根つき」「めんこ」「福笑

い」、休みの語彙から「三が日」、政治の語彙からヂ選

挙」を取り上げた。

　IVの社会関係の語彙では、家の語彙で、家の重要性

を表す語彙から「後継ぎ」「大黒柱」、日本人の道徳意

識を表す語彙の中から「平等」「勇敢」を取b上げた。

　Vの抽象的な意味をもつ語彙では、美を表す語彙の

中から「音色」、日本文化の性質を表す語彙から「すが

すがしさ」「質素」、場所を表す語彙から「（池の〉ふち」

「ほとll　」、性質を表す語彙から「いき」「器用」を取

り上げた。

　さらに、テレビやゲームの体験から身に付くと予想

できる言葉として、「爆笑」「連発」「気」山賊」「よみ

がえる」「俳句」を取り上げた。併せて、子どもの生活

の実態を調べる調査を保護者に行った。

　③調査期間および対象

　　調査；期間：20◎5年4月27日～5月8日

　　対象：多良小学校3年生保護者　計49名

　　（本校3年生45名　中尾分校3年生3名　三里分

　　校3年生1名）
　　回収率：90パーセント

　（3）調査結果

　①語彙の実態

　語彙の実態については、図1に示すとおりである。

　それぞれの言葉について、「意味を知らない」が5◎

パ・・一一一セントを超える言葉を調べると、「猛暑」「開花」

「夏至」「節句」「eSj「大潮」「茂る」「鈴菜」「節」「植

林」「ひれ」「小鼻」「こめかみ」「消化」「とむらい」「寿

命」「つむぐ」「かじかむ」「語らう」「地主」「あやす」

「養う」「開幕」「しめ」「おもやい」「いたわる」「フィ

クション」「小づち」「（音楽の）ふし」「早苗」「野良仕

事」「納屋」「棚田」「摘果」「繁盛」「頭領∫土間」「飯

台」「いろり」「きね」「掛け軸「かやぶき」「着心地」

「あえる」「節電」「寝台列車」「ウインカー」「速達」

「広域農道」「インターチェンジ」「パンフレット」「三

が日」「選挙」「後継ぎ」「大黒柱」「平等」「勇敢j「す

がすがしい」「質素」「ふち」「ほとり」「いき」「戦」「空

襲」「気」「俳句」だった。

　この中で、回虫を知らない」が6◎パーセントを超え

た言葉は、「猛暑」「開花j「夏至」「節句」「ee」「茂る」

「鈴菜j「節」「植林」「小鼻」「こめかみ」「とむらい」

「つむぐ」「かじかむ」「語らう」「地主」「あやす」「養

う」「開幕」Fしめ」「おもやい」「いたわるj「フィクショ
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ン」「（音楽の）節」「早苗」「野良仕事」「納屋」「棚田」

「摘果」「繁盛」「頭領」「土間」「飯台」「いろり」「か

やぶき」「寝台列車」「速達」「広域農道」「インターチェ

ンジ」「三が日」「平等」「すがすがしい」「質素」「ふち」

「ほとり」「いき」「空襲」であった。

　また、海が近くにあるにもかかわらず、「海辺」を知

らないのは30パーセント、「大潮」を知らないのは55

パーセント、「干潟」を知らないのは45パーセントもあ

り、環境があるにも関わらず海と川に関する語彙は定

着していないと言える。「早苗」「野良仕事」「納屋」「土

間」「飯台」「いろり」「かやぶき」などの言葉は、農業

の近代化や生活スタイルの変化のために消えていった
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言葉である。

　以下落ち込みが見られた語彙を大別して表すと、1

自然関係の語彙では、気候の語彙、地勢・水勢の語彙、

海と川の語彙、こよみの語彙、植物の語彙であった。

II人間関係の語彙では、体の語彙、命の語彙、動きを

表す語彙、読書の語彙、育てる語彙、戦語彙と様々で

あった。III生活関係の語彙では、農業の語彙、食生活

の語彙、交通・運輸の語彙であった。IV社会関係の語

彙では、家の重要性を表す語彙、日本人の道徳意識を

表す語彙であった。Vその他の語彙では、日本文化の

性質を表す語彙、場所を表す語彙であった。

図1　語彙の実態
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　②生活の実態

（i）アンケートの項目別結果

ア　フェースシートより抜粋

a　家族所有の土地（複数回答）

　　　　　　図2　家族所有の土地
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e土地別所有軒数

b　子どものゲーム時間
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図4　ゲーム時間
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　多良小学校の3年生の子どもの家庭では、44軒中21

人が水田をもっている。これは、44．7パーセントにあ

たる。畑もみかん畑も、40パーセント以上の家庭で保

有している。農作業のできる環境はあると思われる。

イ　生活調査より抜粋

a　テレビ視聴時間

（人）

25
20
15
10
5
0

図3　テレビ視聴時間

そ
れ
以
上

2
時
間
以
内

1
時
間
以
内

30
ｪ
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分

　平日に、2時間を超えてテレビを見ている子どもが

7人もいる。これは全体の15．9パーセントである。

　休日にはテレビ視聴の時間がもっと長くなる。2時

間以上見ている児童が最も多い。休日に読書をするこ

とが不足している。

図5　平日のゲーム時間
　5％　20／0
7％

’欄@　　65％

14AO

19％

□0分
圏30分以内
團1時間以内
■2時間以内
囲それ以上

図6　休日のゲーム時間

　7％

灘嚢

□0分
團30分以内

團1時間以内
■2時間以内
團それ以上

　7パーセントは平日でも2時間近くもゲームをして

いる。休日には増えて、5分の1以上の児童はゲーム

を2時間近く、またそれ以上している。2時間以上の

児童は、親子の会話がないのではないかと考えられる。

c　家庭での読書時間

　　　　　　　　図7　読書時間

（
蚕

　　　0
　　　　　0　　30　　1　　2　　そ
　　　　　分　　分　　時　　時　　れ
　　　　　　　以　　間　　間　　以
　　　　　　　内　　以　　以　　上
　　　　　　　　　　内　　内

平日は、3分の1以上の児童は読書をしていない。

1時間以上読む児童は全くいない。
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図8　平日の読書時間

□0分
團30分以内
■1時間以内
團2時間以内
■それ以上

　休日は全く読書をしない児童が増えている。読書時

間が1時間から2時間以内と答えた児童は、5パーセ

図9　休日の読書時間

□0分
国30分以内
■1時間以内
團2時間以内
囲それ以上

ントしかいなかった。子どもの読書ばなれがはっきり

している。

d　自然や動物との関わり

図10　自然や動物との関わり
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草花遊び 虫とり 魚とり ペットの世話

□よくする

國まあまあする

■あまりしない

團まったくしない

O無回答

農作業

　「よくする」と「まあまあする」を合わせると草花遊

び40パーセント、虫採り45パーセント、魚採り20パー

セント弱、ペットの世話35パーセント、農作業30パー

セントである。全体的に、子どもたちは、ここにあげ

た遊びをしていないと言える。魚採り、ペットの世話、

農作業については、全くしない子が半数近いかそれ以

上である。「あまりしない」と「全くしない」を合わせ

ると、魚採りをしないのは8割、ペットの世話をしな

いのは6割、農作業をしないのは6割である。

　従って、多良は、身近に海や川や山があり自然が豊

かであると見られるにもかかわらず、子どもたちは、

自然に親しんでいないことが言える。土地所有からみ

ると、農作業の土地はあっても、子どもに手伝わせな

くなっていることがわかる。
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e　親子の会話の内容

図11親子の会話の内容
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　「よくする」と「まあまあする」を合わせて50パーセ

ントに満たないものを取り出してみると、「政治のこ

と」、「日本文化に関すること」、「戦争に関すること」、

「環境問題」、「住まいに関すること」であった。

　各内容について、会話を「よくする」と「まあまあ

する」を合わせて70パーセントを超えたものは、「生き

物のこと」、「体調けがや病気に関すること」、「友達と

のつきあい方」、「学校の学習や行事」、「食べものや食

事」、「遊び」、「家・家族」、「地域の行事に関するこ

と」、「テレビ番組のこと」、「社会体育」、「手伝い」で

あった。

　会話をする内容が、「子どもの遊び」や「テレビ」、

「食事や食べ物」などに偏っていて、図からも、「山や

海」、「月や星」、「植物」などの自然関係の語彙にふれ

ることが少ないことがわかる。

　語彙別にみてみると、次のように言える。

　自然関係の語彙に関連して、昆虫など生き物に関す

るものだけがよく会話をし、残りの内容については会

話が少ない。

　人間関係の語彙に関連して、特に、学校の学習や行

事については話していても、読書や図書の本について

は半数しか会話をしていない。

　生活関係の語彙に関連して、食べ物や食事に関する

会話が多く、住まいや環境問題、乗り物に関する会話

は少ないことがわかる。また、家族旅行について会話

をするのは半数である。

　また、子どもの遊びについては会話があるが、政治

國しない

□あまりしない

■まあまあする

麗よくする

となると会話がない。

　社会関係の語彙に関連しては、家・家族について、

テレビ、地域の行事、社会体育についての会話がある

が、日本文化に関することと戦争については会話がな

い。

図12家庭での読み聞かせをしているか

18．41％

1．2％　3．7％

．14％
■毎日する

園週3～4回
ロ週1～2回
N3週間に1回程度
日全くしない

　読み聞かせを毎日している家庭は、わずか2パーセ

ントである。全くしない家庭が41パーセントを超えて

いて、3週間に1回しかしない家庭が36パーセントで、

合わせると77パーセントになる。読み聞かせをしてい

ない家庭がとても多い。
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図13読み聞かせに対する保護者の考え

読み聞かせに対する考え

　読み聞かせに対して、大切だと思っているが、読み

聞かせをしている家庭は38パーセントである。

％
然

奪　　　○

380／o

口大切だからしでいる
囲大切だけどしていない
目大切とは思わないがしている

墨大切とは思わないのでしない

図14読み聞かせをしない理由
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ロァ子どもと一緒にいても自分の時閣がない
　　のでしない

團イ子どもと一緒に過ごす時間がないのでし
　　ない

灘ウ家ではテレビを一緒に見て過ごしたいの
　　でしない

muエ面倒くさいからしない

麟平家でどんな本を読めばいいのか分からない
　　のでしない

聞手家に読み聞かせに適した本がないのでし
　　ない

懸キ幼稚園や保育園や学校でしてもらってい
　　るのでしない

■クその他

　どの保護者も読み聞かせば大切だと答えている。し

かし、3年生で読み聞かせをしている保護者は3分の

1程度である。読み聞かせの大切さを理解している家

庭が少ないと言える。

　していない理由をみてみると、子どもと一緒にいる

時間がなかったり、いても時間がないのでできなかっ

たり、テレビを見てすごしたいという理由があった。

　アとイは、時間が理由になっているのかどうかをみ

たものである。アとイを合わせて46パーセントであっ

た。その他にも「農作業で忙しい」という理由が見ら

れた。

　ウ、エ、オ、カ、キは、保護者の意識をみようとし

たものである。キはいないが、ウ、エ、オ、カを合わ

せると36パーセントである。その他の中には、子ども

の遊びを理由にしているものや、子どもが一人で読め

るから読み聞かせをしないというものが見られた。

　以上のことより、読み聞かせができない理由として、

約半数は時間がないことにあり、約4割は、保護者の

意識の問題にあると言える。
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図15公共図書館の利用状況

県立図書館

その他布晦村の図霧館

鹿島市の図書館

大橋記念図書館

oo／． 20％ 40AO

　この学年には、県立図書館を利用する家庭はない。

遠いからであろう。

　また、鹿島市以外の市町村の図書館を利用する子ど

ももいるが、わずかである。また、比較的近い鹿島市

の図書館を利用する子どもは、5割ほどいるが、1～5

回が最も多い。

　太良町の図書館も利用していない子どもが1割以上

いる。50パーセント近くの子どもは、太良町の図書館

を、年に1～5回利用していて、利用が少ない方であ

る。21回以上利用している子どもは、1割程度しかい
ない。

　3年生は、全体的に太良町の図書館を利用する子ど

もは少ないと言える。

図16　お話会を知っているか

600／e 80％

ロ◎回

tsl～5回
Pt　6～1◎回

N11～15回
□16～2◎回

X21回以上

1000／．

図17　お話会に行っているか

ロ①舞園行っている
墨②月に董園
Pt③1年に2～3回
ee④全く行っていない

　8割はお話会が行われていることを知っているが、

毎月行っているのは11パーセントである。

　「お話会」の関係者の話によれば、参加している子ど

もが固定化され、対策を考えているそうである。たく

さんの子どもに来て欲しいそうだが、お話会があるこ

とを知らない子どももいるので、学校でも紹介するな

どの手だてが必要である。

19％

81　％e

ロ知っている
E知らない

　町の図書館で、月に1～2回、ボランティアグルー

プ「お話会」による読み聞かせが行われているが、そ

のことを知らない子どもが2割近くいる。各地区の有

線で開催日の前日に放送があっているが、聞いていな

い子どもも多いだろう。
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図18公共図書館利用についての子どもの思い（複数回答可）
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o
1 2 　　3　　　　4　　　　5　　　　6　　　　7

1：時間がないので利用しない
2：読書に関心がないから図書館を利用しない
3

4：好きな本がないから行かない
5：公共の図書館が遠いのでなかなか利用できない

8

：公共の図書館へ行ったことがないからどういう所かわからない

6：開館時間が短いので放課後に利用したいけれども利用できない
7：学校図書館があるので公共の図書館を利用する必要はない
8：公共の閣書館で行われる読み聞かせや行事には参回したい
9：本を読むのは楽しいので、公共の図書館を利用したい

團児童の人数

9　　無回答

　公共の図書館利用について、多かったのは8、7、

9であった。7と8、9は相反する考えである。反す
る考えがほぼ同数であったことから、学年の子どもに、

公共の図書館利用を好んで利用しようとする子どもと、

公共の図書館を利用する必要性を感じていない子ども

に二分されることが分かった。おそらく、幼児期から

公共の図書館へ行って本を読んできた子どもとそうで

ない子の体験の違いが、この実態につながっているの

ではないだろうか。

　5と回答した9人の中で、7に回答したのが5人い
るということから、公共の図書館が遠いので利用でき

ないので、学校の図書館を利用するうちに、公共の図

書館を利用する価値が薄れていったのであろう。

　1と回答した9人には、生活時間に余裕が無いこと

が分かる。2は1人だったので、図書館を利用しない

からといって、読書が嫌いとは言えない。4も1人だっ

たので、図書館を利用しないのは、図書館の蔵書数や

蔵書図書の内容が理由ではないと言える。

　以上より、子どもの図書館利用を阻害している要因

は、子どもの生活時間と図書館の立地場所であること

が分かった。
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ai）複数のアンケート項目の関連

　ア　テレビ視聴時間と親子の会話の程度について関連

平日の場合

　　　　　　　　　　　　　　　　図19　テレビ視聴時間と親子の会話の関係

　　　16

　　　14
　　　12

　　　10
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30分以内 1時間以内　　　　　2時間以内

　　テレビ視聴時間

それ以上

團よくする

■まあまあする

團あまりしない

□全くしない

休日の場合

図20　テレビ視聴時間と親子の会話の関係

　　　20

　　　15

項目数10

　　　5

　　　0
1時間以内 　2時間以内

テレビ視聴時間

　平日の場合には、テレビ視聴30分以内の場合は1、

1時間以内は2．77、2時間以内は3．17、それ以上の場

合は、8．29と明らかに会話をしない項目数が増えてい

る。会話をよくするとテレビ視聴時間には、明らかな

傾向はみられないが、「まあまあする」と答えている家

庭は、テレビ視聴が増えると会話の内容が減っていく

それ以上

團よくする『

■まあまあする1

團あまりしない

□全くしない

傾向にある。

　休日の場合にも、テレビ視聴が長くなると親子の会

話を全くしない家庭が増える。

　以上のことより、テレビを見ることと会話をしない

ことは相関があるといえる。
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　イ　ゲーム時間と読み聞かせの関係

平日の場合

　　　　　　　　　　　　　　　　図21平日のゲーム時間と読み聞かせの関係
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　　　　　　　　0分　　　　30分以内　　1時間以内　　2時間以内　　それ以上　　　　（空白）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平日のゲーム時間

　ゲーム時間が1時間以内の子どもでは、全く読み聞　　　子どもは、読み聞かせを全くしていない家庭の子ども

かせをしない家庭の子どもか3週間に1，2回の家庭　　　である。

の子どもが多い。また、2時間以上ゲームをしている

休日の場合

図22休日のゲーム時間と読み聞かせの関係
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匿1週間に3～4回
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□（空白）

　　　　　0
　　　　　　　　0分　　　　30分以内　　　1時間以内　　2時間以内　　　それ以上　　　（空白）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休日のゲーム時間

子どもの半数以上が、30分以内しかゲームをしてい　　　　2時間以上ゲームをしている子どもの家庭では、全

ないが、17人がゲームを1時間以上していて、しかも、　　く読み聞かせをしてもらっていないことがわかった。

2時間以上している子どもも存在する。　　　　　　　　　2時問以内と答えた子どもでも、読み聞かせを全くし
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てもらっていないか、3週間に1，2回程度の読み聞
かせである。

　ゲーム時間が1時間以内には、やっと1週間に1，

2回読み聞かせをしてもらっている子どももいるが、

割合からすると少ない。

　ウ　読み聞かせの頻度と読書時間の関係

平日の場合

　毎日読み聞かせをする家庭の子どもは、ゲームをし

ていないし、1週間に3、4回読み聞かせをしている

家庭では、ゲーム時間が少ないことがはっきりしてい
る。

図23読み聞かせと平日の読書時間の関係
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　全く読書をしない子は、読み聞かせを全くしていな

い家庭の子どもや3週間に1回程度しか読み聞かせを

しない家庭の子どもに多い。読み聞かせをすることと

子どもが読書をすることにつながりがあると言える。

3
遡
閤
に
蒙
園
程
度

全
く
し
な
い

圓読まない
■30分以内
団1時間以内
ロ無回答

無
園
答

1週間に3～4回読み聞かせをする場合には、読書を

しない子どもはいないけれども、1週間に1～2回読

み聞かせをしている場合、読書をしない子どもが現れ
る◎
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休日の場合

図24読み聞かせと休日の読書時間の関係
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　休日の場合にも、3週間に1回程度の読み聞かせや

全く読み聞かせをしない家庭の子どもに、読書をしな

い子どもが多い。

毎日読み聞かせをしている家庭の子どもに、読書を

しない子どもはいない。読み聞かせをしないことが子

どもの読書離れに、つながっていると考えられる。

　エ　テレビ視聴時間と読み聞かせの関係

平日の場合

図25　平日のテレビ視聴時間と読み聞かせの関係
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30分以内 1時間以内 2時間以内 それ以上 （空白）

圓毎日する
圏1週間に3～4回
N1週間に1，2回
■3週間に1，2回
国全くしない
ロ（空白）
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　テレビ時間が30分以内の子どもは非常に少ないのが

特徴である。1時間以内から2時間以内の子どもがほ

とんどで、平日に2時間以上テレビを見ている子ども
もいる。

　2時間以上テレビを見ている子どもの半数以上が、

読み聞かせを全くしていない家庭の子どもである。テ

レビ視聴時間1時間以内の子どもは、毎日読み聞かせ

をする家庭が含まれる。さらに、1週間に3、4回読
み聞かせをしている家庭の子どもが2人いる。

　テレビ視聴時間が2時間以内になると、毎日読み聞

かせをする家庭の子どもがいない。また、1週間に3，

4回読み聞かせをする家庭の子どもも減って一人。3

週間に1、2回しか読み聞かせをしていない家庭の子

どもが増えて最も多い。

　2時間以上見ている子どもの家庭では、1週間に1，

2回読み聞かせをする家庭の子どもが一人、3週間に

1，2回読み聞かせをする家庭の子どもが2人と、読

み聞かせをしないか、読み聞かせの回数が少ない家庭

の子どもであった。

　読み聞かせをしないことと子どもがテレビを長く見

ていることは、関連があるといえる。

休日の場合

図26休日のテレビ視聴時間と読み聞かせの関係
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　　　　　　　　1時間以内　　　　　　2時間以内

　子どもたちは、休日に2時間以上テレビを見ている

子どもの割合が高くなる。

　テレビ視聴時間が2時間以上の子どもの読み聞かせ

の状態は、全くしないが最も多く半数近くになる。次

に、3週間に1、2回しか読み聞かせをしない家庭、

次に1週間に3、4回読み聞かせをする家庭、の順で
ある。読み聞かせの回数が少ないほど、子どもはテレ

囲毎日する
團1週間に3～4コ
口1週間に1，2回
■3週間に1，2三
図全くしない
□（空白）

それ以上　　　　　　　　（空白）

　ビにかじりついていることになる。

　　また、テレビ視聴時間が2時間以内の子どもにだけ、

　毎日読み聞かせをする、1週間に3、4回読み聞かせ
　をする家庭の子どもがいた。休日も、テレビ視聴時間

　の長さと子どもの読み聞かせの程度に関連があると言

　える。
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　オ　テレビ視聴時間と読書時間の関係

平日の場合

図27　平日のテレビ視聴時間と読書時間の関係
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30分以内 1時間以内 2時間以内

　テレビ視聴時間と子どもの読書時間との相関を調べ

たものである。

　読書をする子どもの入数に着目すると、テレビ視聴

時間が30分以内という子は非常に少なく、ほとんど読

書をしていない子どもであると言える。この子は、読

書時間もないが、テレビを見る時間も無い生活をして

いるのではないかと考えられる。

　テレビ視聴時間が1時間以内の子どもには、読書時

間30分以内の子どもが10人ほどいる。また、読書時間

が1時間以内の子どももいる。テレビ視聴時間が2時

それ以上 （空白）

醗0分
■30分以内
91時間以内
B（ii譲白）

間以内の子どもには、読書をしない子がわずかに増え、

読書時間3◎分以内の子どもが10人ほどいる。読書時間

1時聞以内と答えた子もいる。しかし、テレビ視聴時

間が2時間以上になると、読書時間が1時間以内の子

どもはいない。テレビ視聴時間が長くなると、読書時

間が削られてしまうと言えよう。

　また、テレビ視聴時間が1時間以内より2時間以内

のほうが、読書をしない子どもの数がわずかであるが

増えていた。このことより、読書をしない子がテレビ

を長く見る傾向にあると考えられる。
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休日の場合

図28休Nのテレビ視聴時間と読書時間の関係
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　休日になると、テレビ視聴時間は長くなる。テレビ

視聴時間30分以内の子どもはいなかった。

　読書をしない子どもの人数は、テレビ視聴時間が長

くなるほど増えている。2時間以上テレビを見ている

子ども2◎人の中で、半数は、読書をしていないe

　テレビ視聴2時間以内の子どもの中では、読書をし

ていない子どもは4人、読書をしている子どもは、15

人になり、読書をしている子どもが多い。

伍の　生活体験とそれに関わる語彙獲得の関係

　生活体験から、農作業、草花遊び、親子の会話（環

境問題について）、テレビ視聴、読み聞かせをとりあげ

た。語群では、農作業の語群として「早苗∫野良仕事」

「納屋」「棚田」「摘果」「選果場」を、草花遊びの語群

として、「茂る」「彼岸花」「鈴菜」「草笛」を、親子の

会話の語群として、「リサイクル」「節電」「分別」を、

読み聞かせの語群として、「フィクション」「小づち」

「玉手箱」を、テレビ視聴の語群として、「爆笑」「連

発」「気」「海賊」「よみがえる」を取り出し、生活体験

と語彙獲得の関係についてみてみることにした。

　個別の生活体験の度合いを、よくする：4点、まあ

まあする：3点、あまりしない：2点、しない：1点
と点数化した。テレビ視聴時間については、しない；

1点、30分以内：1．75点、1時間以内：2．5点、2時間

以内：3．25点、それ以上；4点とした。読み聞かせに

留0分
■30分以内
N1時間以内
N2時間以内
ロ（空白）

それ以上　　　　　　　　　（空白）

ついては、毎日する：4点、週3～4回：3．25点、週

1～2回：2．5点、3週間に1回程度：1．75点、全くし

ない：1点とした。各言葉については、説明もできるし

体験もある：4点、知っているし説明もできる：3点、

意味を知っている：2点、意味を知らない：1点、と
した。

　それぞれの体験別に、語群の点数が高い1◎人のグ

ループ（Aグループ）と点数の低い10人のグループ（B

グループ）を取り出し、体験の度合いの平均を求めた。

以下に、結果を示す。

農作業 体験：の平均 言葉の平均

Aグループ 2．25 2．1

Bグループ 1 1

読み聞かせ 体験の平均 平均点数

Aグループ 2．2 2．9

Bグループ 1，525 1．1

草花遊び 体験の平均 言葉の平均

Aグループ 225 2．1

Bグループ 2．2 1．2

テレビ視聴 体験の平均 平均点数

Aグループ 3．25 3．5

Bグループ 2．95 L5
環境問題の会話 体験の平均 言葉の平均

Aグループ 2．9 3．5

Bグループ 2．1 1．2
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　以上の結果を、言葉の得点が高いAグルー一・・一プと得点

の低いBグループに分けて、レーダーチャートに表し、

それぞれの言葉の得点と生活体験との関係を調べた。

①言葉の得点が高いグループ

図29　生活体験と言葉の獲得の関係

　　　農作業
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②言葉の得点が低いグループ

図30生活体験と言葉の獲得の関係
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＋体験得点
一粒一言葉の得点

　　　　　　　　　　　　テレビ視聴

　以上の①及び②のレーダーチャーより次のことが分

かる。

　環境問題に関する会話については、言葉の得点が高

いグループは体験得点も高く、言葉の得点が低いと体

験得点も低い。

　農作業についても同様である。ただし、得点の差も

読み聞かせ

体験の差もわずかである。それは、子どもの農作業の

体験が全体的に少なくなっているからと考えられる。

　テレビ視聴については、言葉の得点が高くても低く

ても、体験得点は大きい。テレビ視聴はよくしている

が、テレビ視聴だけでは、テレビの語群は獲得できな

いことや言葉が入る要因が他にもあることが考えられ



74 日本生活体験：学習学会誌　第6号

る。

　草花遊びについては、言葉の得点の差があっても、

体験の得点に差が見られない。草花遊びの体験だけで

は、草花遊びの語群は獲得できないことや言葉が入る

要因が他にもあることが考えられる。

　読み聞かせについては、言葉の得点が高いグループ

は、体験の得点があまり高くはない。読み聞かせ以外

のところがら、言葉が入っていることが考えられる。

しかし、言葉の得点が低いグループでは、体験の得点

が非常に低い。読み聞かせをしないと、読み聞かせの

語群の得点は低くなることが言える。

　これらのことより、会話と読み聞かせの体験では、

体験の頻度が言葉の得点には大きく影響を与え、草花

遊びやテレビ視聴の体験だけでは、言葉の獲得につな

がらないことが考えられる。それは、おそらく草花遊

びやテレビ視聴の場合には、子どもだけで行われる場

合が多いからではないかと考えられる。

㈲　調査結果のまとめ

　（i）より、落ち込みが見られた語彙は、1自然関係の

語彙では、気候の語彙、地勢・水勢の語彙、海と川の

語彙、こよみの語彙、植物の語彙であった。II人間関

係の語彙では、体の語彙、命の語彙、動きを表す語

彙、読書の語彙、育てる語彙、戦語彙と様々であっ
た。III生活関係の語彙では、農業の語彙、食生活の語

彙、交通・運輸の語彙であった。IV社会関係の語彙で

は、家の重要性を表す語彙、日本人の道徳意識を表す

語彙であった。Vその他の語彙では、日本文化の性質

を表す語彙、場所を表す語彙であった。

　（ii）より、次のことが分かった。3年生の生活環境と

しては、農作業のできる環境であった。しかし、6割

以上の子どもは、農作業をしていない。多良は、身近

に海や川があり、自然が豊かであると見られるにもか

かわらず、子どもたちは、自然に親しむような体験を

していないことが分かった。

　子どもの家庭での読書時間は、休日でも3年生の3

割が読んでいないことが分かった。親子の会話では、

よくされている内容とされない内容があることも分

かった。親子の会話では、子どもの遊びやテレビ、食

事や食べ物についてはよくされているが、山や海、月

や星、植物などの会話は少なく、自然の語彙にふれる

ことが少ないことが考えられる。さらに、図書の本や

読書のこと、日本文化や戦争、政治についても会話は

少なかった。

　家庭の読み聞かせば、7割以上はしていない。保護

者の読み聞かせの意識は低いと言える。していない理

由として、していない家庭の半数以上は時間がないこ

とにあり、4割は、保護者の意識に問題があった。読

み聞かせをしない家庭ほど、読書をしない子どもが多

くなり、子どもの読書習慣の形成のためには、1週間

に3～4回の読み聞かせが必要であると考えられた。

また、読み聞かせをしていないこととテレビ視聴時間

が長くなることも関連があることが分かった。

　町には、図書館があるのに、利用する子どもは少な

かった。「お話会」に通っている子どもも少ない。子ど

もの図書館利用の意識を調べたら、学校図書館がある

ので、町の図書館を利用しなくてもいいグループと、

公共の図書館を利用し催しに参加したいと思っている

グループに分かれている。利用しなくてもよいという

要因には、子どもの生活時間と図書館の立地場所があ

ることが分かった。

　テレビ視聴時間が長い子どもが多く、テレビ視聴時

間が長いほど親子で会話をする時間が短い結果が出て

いた。また、読書をしない子どもは、テレビ視聴時間

が長くなればなるほど増えていく傾向があった。

　休日にゲームを2時間以上している子どもがたくさ

んいた。読み聞かせをしていない家庭に、ゲームを長

くしている子どもが多かった。

　読み聞かせの習慣が子どもの読書習慣を形成するだ

けでなく、読み聞かせをしている家庭は、ゲーム時間

やテレビ視聴時間などの規制ができていて、親子の会

話も多くとれているので、子どもの生活に関心が高い

ことが言える。しかし、読み聞かせをしている家庭は、

3年生全体の3割にも満たないことから、子どもの生

活に関心が高いとは言えない。

　㈹より、会話と読み聞かせの体験は、体験体の頻度

が言葉の獲得に影響を及ぼすけれども、草花遊びやテ

レビ視聴だけでは、言葉の獲得につながらないことが

分かった。この両者体験の違いは、大人との関わりや

会話があるかどうかの違いではないだろうか。体験だ

けでは言葉の獲得につながらず、体験があってそこの

大人から言葉を与えられて子どもは言葉を獲得してい
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ることが分かる。

　（4）結果からの考察

　まず、体験だけでは言葉は獲得できないが、そこに

家族や大人との会話があって、誰からか言葉を与えら

れると、言葉が子どもに入っていく。語彙の実態と生

活体験については相関があると言える。

　次に、調査結果から、語彙の落：ち込みの原因につい

て考察をした。その原因については、会話の内容の偏

りや不足、自然体験の不足、保護者の読み聞かせの意

識の不足と読書習慣の未形成、図書館利用の不足を主

にあげることができる。

　多良の場合には、自分の時間がないほど忙しい保護

者がいて、親子で共通の時間をもてないために、読み

聞かせをしていない。また、読み聞かせに対する意識

の低さも問題であった。読み聞かせの体験が少ない分、

子どもたちは、読書生活から離れ、テレビやゲームの

おもしろさに強化され、ゲームやテレビを見ることで

時間を過ごしてしまっていた。

　子どもの言葉の獲得は、読書が一番であるが、多良

小学校3年生の実態は、会話内容の偏り、読み聞かせ

の不足、町の図書館の利用の少なさもあり、読書の習

慣が形成されず、読書離れが進んでいたために落ち込

みが見られたと考えられる。町の図書館では、「お話会j

による読み聞かせが毎月行われている。しかし、読み

聞かせに行っている子どもは非常に少なかった。また、

会自体を知らない子どもたちもいた。幼児期に図書館

へ連れられて本を読んでもらうなどの経験がなければ、

子どもだけでは図書館を利用する習慣は身に付かない。

親は、子どもに公共の図書館を「利用させたい」と思っ

ているが、幼児期の図書館へ通う体験がなかったこと

が、子どもの意識を「利用しなくてよい」にさせてし

まっている◎

　この背景には、生業（農業、漁業）の不振がある。

親子の会話の時間がもてないほどの苦しい生活状況も

あり、親から子どもへと生業の語彙が伝わりにくく

なっている状況であるからと考えられる。

　自然の語彙の落ち込みについては、生活スタイルの

変化と自然体験の不足から、海や山など目の前にある

にもかかわらず、身に付いていない語彙があることが

分かった。

　また、今の町の図書館の立地条件を考えると、子ど

もが放課後に利用しにくい場所にある。町の図書館は、

交通量の多い国道を挟んで、海沿いにあるため、子ど

もの通学路から非常に遠く、子どもだけの放課後の利

用がしにくい。高学年になると、休日に自転車で通う

ことも考えられるが、高学年になると社会体育に励む

子が多くなり、練習や試合のために時間が無くなって

しまうという状況があり、利用者が限られてしまう

　さらに、地域の青少年育成に関わる方々の意識に国

語力形成の視点からの取り組みはない。幼児期や小学

校低学年のうちに読書のできる生活をさせようという

親の認識が薄い。

　これから、母語の獲得が充分にできるためには、学

校教育のみならず家庭でも体験と会話の両方が同時に

進められなければならない。

　学校教育では、総：合的な学習の時間に、本物にふれ

る体験活動を十分に仕組むことができる。その時間に

は、指導者が意識して言葉を伝えることで子どもの語

彙獲得はすすんでいくものと思われる。

　家庭教育においては、幼児期や小学校3年生までの

時期には、親子共に会話をしながら体験をし、言葉を

与えていくことが望ましい。音読も効果的である。読

み聞かせと違って、家族のいろいろな人が関わり、家

庭によっては父親の関わりも見られた。読み聞かせば

面倒だと感じている保護者もいるが、音読は子どもが

読むので、保護者は聞き役になればいい。子どもに図

書を音読する宿題を出すなどの配慮をしながら、保護

者には、子どもの生活について注意深く関わっていく

ように指導することが必要である。

　また、社会の中で、家庭に子どもと向き合う時間を

確保し、体験と会話時間のもてる：支援体制を組んでい

かなければならない。町の図書館から、地区に保育所

に図書の貸し出しを行い、月2回の読み聞かせの出前

を行ってもらっている。この活動と合わせた取り組み

も有効な手だてになるのではないだろうか。また、公

民館を主体として子どもの体験活動を充実させる取り

組みが行われているが、そこに、語彙獲得の視点から

会話を増やすなどの手だてが必要である。

5　終わ峯邦二

子どもの語彙の実態と生活の実態を調査し考察した
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ことで、落ち込みの見られる語彙だけでなく、語彙獲

得と生活体験との関わりが見えてきた。語彙獲得のた

めには、様々な体験だけでなく言葉を与えることので

きる大人の存在が必要である。

　子どもの語彙力を高めるためには、アンケート調査

の結果に見られた子どもが獲得できていなかった語彙

を中心に、語彙の獲得をすすめることが第一と考える。

そのために、年間のカリキュラムが必要ではないかと

考えた。

　日本には、自然に恵まれた四季の移ろいがあり、季

節や気候に対応した生活のリズムと自然体験：がある。

季節や気候の語彙が豊富であり、子どもたちは、昔か

ら地域や家庭、学校で教師や家の人の話を聞きながら

様々な語彙を身につけてきた。ところが、季節の語彙

や気候の語彙などの定着が見られなかった。これには、

子どもが季節に応じた行事に参加することがなくなっ

たり、生業において機械化が進み、農業の仕事を子ど

もが手伝うことも少なくなったりして、言葉に出会う

機会が少なくなり語彙の獲得ができなくなってきてい

るからであろう。また、地勢の語彙の落ち込みは、車

社会故に、自然を前にしても通り過ぎるだけで、親子

の会話の中に季節に応じて変化する自然の風物や景色

について話題が向かないのではないだろうか。

　このような語彙の獲得ができない状況を改善し、子

どもの語彙の獲得をすすめていくために、月別に獲得

させたい語彙を決め、学校と家庭と地域が連携しどの

ような取り組みができるか考え、次の四つの柱を設け、

家庭・学校・地域との連携による語彙獲得のためのカ

リキュラムを作成した。

　一・つ目に、学校教育内で語彙の獲得に取り組めるプ

mグラムとしては、読み聞かせ、国語科、社会科、保

健体育科、学級活動、道徳、総合的な学習の時間、学

校行事に着目した。

　二つ目に、家庭で語彙の獲得に取り組めることとし

ては、音読、読み聞かせ、会話、親子読書週間、ノー

テレビデーを取り上げた。

　三つ目に、体験を伴った語彙の獲得を目指したサー

クル活動のプログラムとしては、地域の生業を生かし

た体験活動（みかんの摘果、茄子の収穫、椎茸の出荷

の手伝い、椎茸の菌付け、麦踏み）、干潟で遊ぶ体験、

秋の海を見て俳句作り、親子読書会、「たけのこの里」

での読み聞かせボランティア、紙芝居、凧作り、ごみ

拾いボランティア、分校料理教室などを取り上げた。

このサークル活動は、土曜日の休日の午前中に活動し、

筆者が、体験活動の中で、子どもに言葉を与えていけ

るように、会話をしたり、考えさせたりすることに留

意した。また、読み聞かせをしてもらっていない子ど

ものために、毎回、活動の前後に読み聞かせを行うよ

うにした。

　四つ目に、地域との連携による語彙の獲得を目指し

たプログラムとしては、町の図書館への貸し出しの依

頼、青少年育成事業の指導者への見学依頼と見学、「お

話会」のメンバーとのブックトーク研修、夏休み「た

けのこの里」の事業へのボランティアでの関わりと福

祉協議会の方との打ち合わせ、子どもの居場所作りへ

の協力（読み聞かせ・素話のボランティア活動）を取
り上げた。

　このようにして作ったカリキュラムを、「語彙力を高

める連携プログラム」と称し、2005年度に実際にプロ

グラムに沿って実践している段階である。この成果に

ついては、別途報告したい。
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表2 語彙力を高める連携プログラム 平成17年度
身につける 学校教育 に　お　け　る 取　り 組　み サークル体験活動 家庭との連携 地域ネットワ「ク作り

月 語彙 読み聞かせ 教師の話 国　語科 社　会　科 保健体育 学　活 道徳 わくわく（総合） 学校行事

地勢の語彙 三年峠 すいせんのラッパ 学級の目標 畑で野菜を ※土曜日 家庭訪問で ※昨年度より

麓、 これはのみのびこ 朝の海 夕日がせなかをおし 市、町、村、 ぼくの目標 育てよう 分校奉位作業 ，月2回 読み聞かせと 資料館・図書館長、

4 自然、 てくる、どきん 棚田、 図書館の使い方 正直 会話のお願い 福祉行政担当者、

探検、発見、 分校の係り決め 竹をとろう お話会のメ．ンバーと

ごんぎつね． 読書指導① 役所、役場 海のことを調べ 大橋記念図書館へ

節句 国語辞典の使い方 様子 楽しい修学旅行② よう 修学旅行 読み聞かせ サークル活動の 移動図書館の依頼

5 ヤドカリの 知ってほしいな 公民館、 共生、 平野 様子を伝える

海と川の語 おひつこし 若葉 自分のこと 国道、県道、 歯みがきの仕方 県庁展望 干潟で遊ぼう1 お便りの発行を

彙 「海」シリーズ しょうたいじょう 言葉づかい 調べたことを 始める

海辺、 住所 本校の友達に

こよみの語 伝えよう

彙 芋苗をうえよう

節句

自律の語彙 黒い海賊船 家族・親戚の人 団地、倉庫、 上手なプール使用 プール開き 読み聞かせ 公民館・福祉協議会

ひとりだち 星とたんぽぽ 自然のかくし絵 雨の日の過ごし方 日曜参観 青少年育成事業の

6 気候の語彙 ふうたのほしまつ 梅雨 ほこ色、身、 楽しい分校生活 ミニバレー 干潟で遊ぼう2 親子読書会 指導者への見学依頼

り どちらがすき 嬉しくなる言葉 ボール お話の会のメンバーと

体の語彙 白いぼうし等 霧と雲 漢字の組み立てと テレビゲームとぼく 親子読書会 ブックトーク研修

「あまん」シリーズ 意味、言葉の広場 子育て支援担当者との

情報交換

農業の語彙 ゆうすげ村の小さな 1学期をふり返ろう 炭焼きに挑戦 読み聞かせ

なかま 旅館 繁盛、商売、 規則正し 分校の学習発表会の 第三者 夏野菜と花をプ 分校周辺をきれい 分校の懇談会で

7 戦語彙 い生活 準備をしよう レゼント にしよう 1学期の成果の

命の語粟 「戦争」シリーズ 終戦記念 出来事を伝えよう 夏休みのくらし 分校学習発表会 分校1学期 報告と夏休みの

家の重要性 ちいちゃんのかげ 日 助け合う家族 で発表しよう① 学習発表会 太良町 予定

を表す語彙 おくり 「竹の子の里」

かわいそうなぞう 鳥巣分校の友達と 水泳大会 読み聞かせボラン 図書館への協力

8 気候の語彙 おばあちゃんがい 平和 （研究したことを ビデオレターで交 緑の少年団 テイア 太良町野外音楽堂

食生活の語 るといいのにな 書いて伝えよう） 流 奉仕活動と 参加

彙 台風 キヤンプ 分校料理教室 手伝いの奨励

みかん生産者への依頼

読書の語彙 中心をはっきりさせ 2学期の目標 勤勉 巣箱を作ろう みかんの摘果

9 フィクショ ダンゴムシ 稲穂 て説明しよう 睡眠と 栄養を考えて 努力 体育大会 みかん生産者への依頼

ン 雑木林のコレクシ 彼岸花 わたしのお気に 休養
食べよう 忍耐 物知リクイズ大

ノンフィク ヨン 春分の日 入りの場所 運動会に向けて 会 学校図書館より学童へ

ション 地域の畑仕事の 図書の貸し出し

生業の語彙 世界の民話 楽しい読書② 手伝いをしよう やまびこ祭 読み聞かせ 分校にてブックトーク

10 農業の語彙 「日本の昔話」 実りの秋 木かげにごろり お金の使い方 人権 実り、収穫、 〔地区運動会》
有明海を見て俳句 太良町生活百点 をしてもらう

みかん狩り
育てる語彙 想像を広げて書く 体の言葉 稲穂、恵み、 紙芝居をしよう 運動について

養う、

自律の語彙 いろいろなお祭りについ 楽しい読書 多良の民話を調 多良小祭り 読み聞かせ

11 場所を表す モチモチの木 霜月 て観べよう 出荷、仕入れ、 ボランティア② べよう、絵本作り
（総合学習発表会）

茄子の収穫 親子読書週間 学童指導者と一緒に
小さな学校

語彙 言葉の広場 原料、工程、 多良小祭りで 乗り物調べ ノーテレビデー 読み聞かせ
研究授業

漢字の意味 発表しよう 多良小祭り②

気候の語彙 「科学」シリーズ 伝えたことをはっき 係りの反省 読み聞かせ

12 こよみの語 ○○のひみつ 節目 りさせて書こう 冬休みのくらし 学習発表会で 分校2学期 学童指導者と一緒に

彙 三が日 様子をくわしく 分校学習発表会の 発表しよう 学習発表会・ 凧作りに挑戦 読み聞かせ

三が目 言葉の広場 準備をしよう② 餅つき

動きを表す よりよいくらしに 3学期の計画 鳥巣分校の友達に

1 語彙 「宮沢賢治」 自立 ついて話し合おう 田げた、 健康を かぜの予防 伝えよう 多良保育園で

かじかむ、 シリーズ 盲導犬の訓練 いろり、かまど 守る 冬の遊びを考えよう 漬け物の漬け方 紙芝居をしよう

語らう いろいろな伝え方 土間、飯台、 を習おう 図書館のお話の会

自律の語彙 かやぶき、 でブックトークをしよ

う

サーカスのライオン 文集を作ろう お世話になった

2 日本人の道 麦 こそあど言葉 学習発表会の招待状 方々に球根と手 ふるさとの 麦ふみ

徳意識を表 言葉の広場 を書こう 紙をプレゼント 森交流会 椎茸の菌付け

す語彙 6年生を送る会 しよう

想像して書く 春休みのくらし 学習したことを 分校3学期 懇談会での

3 （補い） 1年を終わる会 絵本にまとめよう 学種発表会 紙芝居をしよう 反省会


